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○橿原市福祉タクシー事業実施要綱 

平成13年３月16日告示第40号 

改正 

平成13年４月16日告示第65号 

平成16年３月31日告示第44号 

平成16年７月30日告示第124号 

平成19年３月30日告示第57号 

平成20年１月４日告示第４号 

平成22年３月31日告示第48号 

平成22年５月31日告示第119号 

平成31年４月26日告示第163号 

令和元年９月26日告示第298号 

令和３年３月31日告示第97号 

令和４年３月31日告示第133号 

令和５年12月22日告示第345号 

橿原市福祉タクシー事業実施要綱 

橿原市福祉タクシー事業実施要綱の全部を改正する。 

（目的） 

第１条 この要綱は、重度心身障害者・児の生活行動範囲の拡大と社会参加の促進を図るため、重度

心身障害者・児に対し、福祉タクシーの利用料金の一部を助成し、もって重度心身障害者・児の福

祉の増進に寄与することを目的とする。 

（対象者） 

第２条 この要綱により助成を受けることのできる者（以下「対象者」という。）は、本市に居住し、

身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）の規定により身体障害者手帳の交付を受けている者及び

奈良県から療育手帳の交付を受けている者で、次の各号のいずれかに該当するものとする。 

(１) 身体障害者福祉法施行規則（昭和25年厚生省令第15号）別表第５号の身体障害者障害程度等

級表に定める障害程度が１級又は２級の者。ただし、次に掲げる障害に係るものに限る。 

ア 視覚障害 

イ 肢体不自由（下肢、体幹又は乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害（移動機

能に係るものに限る。）に係るものに限る。） 

ウ 心臓、じん臓若しくは呼吸器又はぼうこう若しくは直腸、小腸、ヒト免疫不全ウイルスによ

る免疫若しくは肝臓の機能の障害 

(２) 前号に掲げる障害に係る障害程度が３級以下の者で、その他の障害を含め、２以上の重複す

る障害があり、その重複した障害程度が１級又は２級のもの 

(３) 奈良県療育手帳制度実施要綱（昭和48年10月１日施行）別表に規定する最重度（Ａ１）又は

重度（Ａ２）の認定を受けた者 

（定義） 

第３条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(１) 協力機関 道路運送法（昭和26年法律第183号。以下「法」という。）第３条第１号ハに規定

する一般乗用旅客自動車運送事業について、法第４条に規定する一般乗用旅客自動車運送事業の

許可を受けた事業者のうち、第１条の目的に賛同し、第４条第３項に規定する協力機関登録簿に

登録された事業者をいう。 

(２) 福祉タクシー 協力機関が運行する一般乗用旅客自動車運送事業の用に供する旅客自動車を

いう。 

（協力機関の登録） 

第４条 協力機関の登録を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、橿原市福祉タクシー協

力機関登録申請書（様式第１号）に次の各号に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならな

い。 

(１) 橿原市福祉タクシー事業届出書（様式第２号） 

(２) 一般乗用旅客自動車運送事業許可証の写し 
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(３) 一般乗用旅客自動車運送事業認可証の写し 

(４) 一般乗用旅客自動車運送事業運輸開始届出書の写し 

(５) 登記事項証明書（法人の場合に限る。） 

(６) 住民票抄本（個人事業者の場合に限る。） 

(７) 印鑑登録証明書（法人の場合は、代表者印の印鑑登録証明書） 

(８) その他市長が必要と認める書類 

２ 市長は、前項の申請書の提出があったときは、速やかにその内容を審査し、登録の可否を決定し、

橿原市福祉タクシー協力機関登録手続完了通知書（様式第３号）により遅滞なくその旨を申請者に

通知しなければならない。 

３ 市長は、前項の規定により協力機関として登録を決定したときは、当該協力機関を協力機関登録

簿に登録しなければならない。 

（登録の期間及び更新） 

第５条 協力機関の登録期間は、前条第２項の規定により登録を決定した日（登録の更新にあっては

更新の日）の属する年度末までとする。 

２ 市長は、協力機関に対して、登録期間が満了する日の３月前までに、登録更新の意思を確認する

ものとする。 

３ 協力機関は、前項に規定する市からの確認があった日から起算して、30日以内に書面により登録

更新の意思の有無を示さなければならない。 

４ 市長は、登録の更新について必要があると認めるときは、事業の実施状況について随時調査し、

又は協力機関に対して所要の報告若しくは資料の提出を求め、若しくは必要な指示をすることがで

きる。 

（登録の変更） 

第６条 協力機関は、登録内容の変更又は事業の廃止があったときは、速やかに橿原市福祉タクシー

協力機関登録変更届出書（様式第４号）を市長に提出しなければならない。 

（登録の取消し） 

第７条 市長は、協力機関が次のいずれかに該当するときは、登録を取り消すことができる。 

(１) 市長が、この事業を中止し、又は廃止しようとするとき。 

(２) 協力機関が、この要綱を履行しないとき、又は履行する見込みがないと認められるとき。 

(３) 協力機関が、この要綱に違反したとき。 

(４) 協力機関が、この事業を実施する上で必要な法令の定めによる資格、許可若しくは登録等を

取り消され、又は営業の停止を命ぜられたとき。 

(５) 偽りその他不正な手段により登録を受けたことが判明したとき。 

(６) 協力機関が、第５条第２項に規定する市からの登録更新の確認に際し、更新しない旨の意思

を示したとき、又は意思を示さないとき。 

２ 市長は、前項の規定により登録を取り消したときは、橿原市福祉タクシー協力機関登録取消通知

書（様式第５号）により遅滞なくその旨を当該協力機関に通知しなければならない。 

（助成） 

第８条 市長は福祉タクシーの利用に要する運賃のうち、次に掲げる基本料金額に相当する額（以下

「助成額」という。）の助成を行うものとする。 

(１) 福祉タクシーの運賃の計算が距離制による場合の基本料金額は、協力機関が近畿運輸局に認

可を受けた初乗運賃に相当する額とする。ただし、大型車は700円、普通車（中型車・小型車）は

680円を上限とする。 

(２) 福祉タクシーの運賃の計算が時間制による場合の基本料金額は、大型車は700円と、普通車（中

型車・小型車）は680円とする。 

（利用券） 

第９条 前条の助成を受けようとする者は、身体障害者手帳又は療育手帳を提示し、市長に対し、申

請しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、助成が適当と認めたときは、

橿原市福祉タクシー利用券（様式第６号。以下「利用券」という。）を当該申請者に交付するもの

とする。 
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（利用方法） 

第10条 利用券の交付を受けた者（以下「利用者」という。）は、福祉タクシーを利用しようとする

ときは、その都度、福祉タクシーの運転者に身体障害者手帳又は療育手帳を提示し、利用券１枚を

提出するとともに、当該利用に係る運賃から助成額を控除した額を支払うものとする。 

（利用枚数） 

第11条 利用者が利用券の交付を受けた当該年度に利用できる利用券の枚数は48枚を限度とする。た

だし、年度の途中において第２条に規定する対象者に該当することとなり、新たに利用券の交付を

受けた者が利用できる利用券の枚数は、対象者に該当することとなった日の属する月から当該月の

属する年度の３月までの月数に４を乗じて得た数の枚数を限度とする。 

（資格の喪失） 

第12条 利用者が、次の各号のいずれかに該当するときは、速やかに、未使用の利用券を市長に提出

しなければならない。 

(１) 死亡したとき。 

(２) 市外に転出したとき。 

(３) その他対象者に該当しなくなったとき。 

（利用券の紛失） 

第13条 利用者は、利用券を紛失しても再交付を受けることはできないものとする。 

（不正使用の禁止） 

第14条 利用者は、利用券を有効期限を超えて使用し、又は他人に譲渡する等不正に使用してはなら

ない。 

（不正使用の措置） 

第15条 偽り、その他不正な手段によって利用券を利用した者があるときは、市長はその者に対し、

利用券の交付の決定を取り消し、当該利用に係る基本料金額に相当する額及び未使用の利用券を返

還させるものとする。 

（助成額の請求） 

第16条 協力機関は、利用券使用における助成額のみを市長に請求し、事務手数料等を請求しないも

のとする。 

２ 協力機関は、助成額を運行した月の翌月の10日までに、橿原市福祉タクシー利用料金請求書（様

式第７号）に当該月の利用券を添えて、助成額を市長に請求するものとする。 

３ 市長は、前項の請求があったときは、その適正な請求書及び利用券を確認の上、請求を受けた日

から30日以内に、協力機関に支払うものとする。 

（協力機関の責務） 

第17条 協力機関は、誠実に福祉タクシーを実施するとともに、利用者が福祉タクシーを利用する際

には、その障害に十分配慮をしなければならない。 

２ 協力機関は、利用者が福祉タクシーを利用する際には、身体障害者手帳又は療育手帳を確認し、

不正使用を防止するための必要な措置を講じなければならない。 

３ 協力機関は、第15条に規定する不正使用の疑い等で、市が調査を必要とする場合、市の調査に協

力し、所要の報告又は資料の提出、必要な指示に協力しなければならない。 

４ 協力機関及び協力機関の従事者は、利用者の秘密保持に関して必要な措置を講じ、職務上知り得

た秘密を第三者に漏らしてはならない。 

５ 協力機関及び協力機関の従事者は、職務上知り得た秘密を漏洩することにより、市及び利用者に

損害を与えた場合、その損害を賠償しなければならない。 

（その他） 

第18条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項はその都度市長が別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成13年４月１日から施行する。 

附 則（平成13年４月16日告示第65号） 

この要綱は、告示の日から実施する。 

附 則（平成16年３月31日告示第44号） 

１ この要綱は、平成16年４月１日から実施する。 
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２ この要綱の実施の際、現に残存する用紙は、適宜所要の修正を加え使用することができるものと

する。 

附 則（平成16年７月30日告示第124号） 

この要綱は、告示の日から実施する。 

附 則（平成19年３月30日告示第57号） 

１ この要綱は、平成19年４月１日から実施する。 

２ この要綱の実施の際、現に改正前の要綱の規定により作成されている様式の用紙で残存するもの

は、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

附 則（平成20年１月４日告示第４号） 

この要綱は、告示の日から実施する。 

附 則（平成22年３月31日告示第48号） 

この要綱は、平成22年４月１日から実施する。 

附 則（平成22年５月31日告示第119号） 

１ この要綱は、平成22年６月１日から実施し、同日から施行される改正後の奈良県療育手帳制度実

施要綱（昭和48年10月１日施行）別表の規定による障害の程度の表記を療育手帳に記載された者に

適用する。この場合において、平成22年５月31日までの奈良県療育手帳制度実施要綱別表の規定に

よる障害の程度の表記がなされた療育手帳の交付を受けている者については、この要綱による改正

前の要綱の規定は、なおその効力を有する。 

２ この要綱の実施の際、現に改正前の要綱の規定により作成されている様式の用紙で残存するもの

は、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

附 則（平成31年４月26日告示第163号） 

１ この要綱は、告示の日から実施する。 

２ この要綱の実施の際、現に改正前の要綱の規定により作成されている様式の用紙で残存するもの

は、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

附 則（令和元年９月26日告示第298号） 

１ この要綱は、令和元年10月１日から実施する。 

２ この要綱による改正後の橿原市福祉タクシー事業実施要綱の規定は、この要綱の実施の日（以下

「実施日」という。）以後の福祉タクシーの利用に係る助成について適用し、実施日前の福祉タク

シーの利用に係る助成については、なお従前の例による。 

３ この要綱の実施の際、現に作成されている様式の用紙で残存するものは、所要の修正を加え、な

お使用することができる。 

附 則（令和３年３月31日告示第97号） 

この要綱は、告示の日から実施する。 

附 則（令和４年３月31日告示第133号） 

１ この要綱は、令和４年４月１日から実施する。 

２ この要綱による改正後の橿原市福祉タクシー事業実施要綱（以下「新要綱」という。）の規定は、

この要綱の実施の日（以下「実施日」という。）以後の福祉タクシーの利用に係る助成について適

用し、実施日前の福祉タクシーの利用に係る助成については、なお従前の例による。 

３ この要綱の実施の際、改正前の橿原市福祉タクシー事業実施要綱の規定に基づき既に配布されて

いる令和４年度分の橿原市福祉タクシー利用券は、新要綱の規定に基づき配布された令和４年度分

の橿原市福祉タクシー利用券とみなす。 

附 則（令和５年12月22日告示第345号） 

１ この要綱は、令和６年４月１日から実施する。 

２ この要綱による改正後の橿原市福祉タクシー事業実施要綱（以下「新要綱」という。）第４条第

３項に規定する協力機関登録簿への登録を受けようとする事業者は、この要綱の実施の日（以下「実

施日」という。）前においても、同条第１項の例により、その申請を行うことができる。 

３ 市長は、前項の規定による登録の申請があった場合には、実施日前においても、新要綱第２項の

例により、その登録の決定をすることができる。この場合において、その登録を受けた事業者は実

施日において新要綱第２項の登録の決定を受けたものとする。 
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